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はじめに

この『リリースノート』のドキュメントには、Sun GlassFish Portfolio 2009.12ソフト
ウェアに関する重要な情報が記載されています。インストール、アップグレードお
よび操作全般についての理解を深めるために、GlassFish Portfolio 2009.12ソフト
ウェアの使用を開始する前にこのドキュメントをお読みください。このドキュメン
トは新しい問題が発生したときに、それらを説明するために必要に応じて更新され
ます。

このドキュメントの最新バージョンは、Sun GlassFish Portfolio 2009.12ドキュメント
セットにあります。

対象読者
この『リリースノート』は、Java技術の開発者および管理者を対象としていま
す。一般的な Java技術のエンドユーザーを対象としたものではありません。Java技
術、プログラミング、管理上の概念、およびテクニックを熟知していることを前提
としています。

このドキュメントをお読みになる前に
GlassFish Portfolioコンポーネントのインストール、アップグレード、設定を行う前
に、『リリースノート』をお読みになって確認しておくことをお勧めします。確認
したら、『Sun GlassFish Portfolio 2009.12 Installation and Upgrade Guide』に進んでくだ
さい。

関連マニュアル
&ShortNameGFPの追加情報については、Sun GlassFish Portfolio 2009.12ドキュメント
セットを参照してください。

Java ESプラットフォームの個々のコンポーネントの完全な情報については、Sun
Microsystemsドキュメントのページから入手できるドキュメントを参照してくださ
い。

関連するサードパーティーWebサイト
このドキュメント内で参照している第三者のURLは、追加の関連情報を提供しま
す。
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注 –このドキュメント内で引用する第三者のWebサイトの可用性について Sunは責
任を負いません。こうしたサイトやリソース上の、またはこれらを通じて利用可能
な、コンテンツ、広告、製品、その他の素材について、Sunは推奨しているわけでは
なく、Sunはいかなる責任も負いません。こうしたサイトやリソース上の、またはこ
れらを経由して利用可能な、コンテンツ、製品、サービスを利用または信頼したこ
とに伴って発生した、あるいは発生したと主張されるいかなる損害や損失について
も、Sunは一切の責任を負いません。

ドキュメント、サポート、およびトレーニング

SunのWebサイトには、次に示す関連情報が示されています。

■ ドキュメント (http://www.sun.com/documentation/)
■ サポート (http://www.sun.com/support/)
■ トレーニング (http://www.sun.com/training/)

このマニュアルに関するコメント

弊社では、ドキュメントの改善に努め、お客様からのコメントおよびごをお受けし
ております。ご意見をお寄せいただくには、http://docs.sun.comにアクセスし
て、「Feedback」をクリックしてください。

表記上の規則

次の表は、本書で使用する表記上の規則について説明しています。

表P–1 表記上の規則

書体 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレクトリ
名、画面上のコンピュータ出力を示しま
す。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用して、すべての
ファイルを表示します。

machine_name% you have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上のコン
ピュータ出力と区別して示します。

machine_name% su

Password:

aabbcc123 変数を示します。実際の名前または値で置
き換えます。

ファイルを削除するには、rm

filenameと入力します。

はじめに
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表 P–1 表記上の規則 (続き)
書体 意味 例

AaBbCc123 書名、新しい用語、強調する語句を示しま
す。

『ユーザーズガイド』の第 6章
を参照してください。

cacheは、ローカルに保存された
コピーです。

ファイルを保存しないでくださ
い。

注意:一部の強調語句は、オンラ
インでは太字で示されます。

コマンド例のシェルプロンプト

次の表は、Cシェル、Bourneシェル、およびKornシェルの、デフォルトのUNIX®シ
ステムプロンプトとスーパーユーザーのプロンプトを示しています。

表P–2 シェルプロンプト

シェル プロンプト

Cシェル machine_name%

Cシェル (スーパーユーザーの場合) machine_name#

BourneシェルおよびKornシェル $

BourneシェルおよびKornシェル
(スーパーユーザーの場合)

#

はじめに
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GlassFish Portfolio 2009.12の概要

Sun GlassFish Portfolio 2009.12は、Sunオープンソース JavaTMコンポーネントのセット
で、Webアプリケーションとエンタープライズアプリケーションの開発および配備
の土台となるものです。ポートフォリオは、Webプラットフォームの重大な側面を
入手、管理、および保守するためのコスト効率の高い方法です。

オープンソースコミュニティーから入手できるコンポーネントのうち、最も完全な
アプリケーションプラットフォームのスタックであるGlassFish Portfolioを使用する
と、小規模で低価格の配備のほか、大規模で基幹業務の配備を行うことができま
す。GlassFish Portfolioを構成するコンポーネントは、個別に提供されるほか、各種サ
ポートレベルでも提供されています。組織のニーズにもっとも合ったライセンスの
種類を選択できるだけでなく、必要なコンポーネントを選択することもできます。

GlassFish Portfolioは、Sun JavaTM Enterprise System 7 (Java ES 7)プラットフォームを
ベースにしています。こちらは、ソフトウェアからサポート、プロフェッショナル
サービス、教育サービスまでを組み合わせて登録制のサービスを総合セットにし、1
つのパッケージを単一価格で提供するものです。Java ES 7のソフトウェアコンポーネ
ントは、相互運用性と信頼性を高めるために厳密に試験されています。

GlassFish Portfolio配布のコンポーネントセットは、購入した登録ライセンスのレベル
に応じて異なります。本製品の最新リスト、およびGlassFish Portfolio 2009.12で使用
可能な製品のバージョンについては、10ページの「GlassFish Portfolio 2009.12に含ま
れている製品」を参照してださい。

Java ES 7ベースに搭載されている製品の最新リストについては、『Sun Java Enterprise
System 7リリースノート』の「Java ES 7 Baseに搭載されている製品」も参照してくだ
さい。

このドキュメントの残りの部分では、次の項目について説明します。

■ 10ページの「GlassFish Portfolio 2009.12に含まれている製品」
■ 11ページの「GlassFish Portfolio 2009.12のライセンス形式」
■ 14ページの「プラットフォーム対応とシステム要件」
■ 14ページの「GlassFish Portfolio 2009.12の新機能」

1第 1 章
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■ 16ページの「GlassFish Portfolio 2009.12の入手方法とインストール方法」
■ 16ページの「既知の問題点と制限事項」

GlassFish Portfolio 2009.12に含まれている製品

Sun GlassFish Portfolio 2009.12には、Webアプリケーションを企業全体に配信するの
に必要なミドルウェアサービスとソフトウェアが備わっています。GlassFish Portfolio
2009.12に搭載されているコンポーネントは、表 1–1にまとめたとおりです。

表 1–1 GlassFish Portfolio 2009.12に搭載されている製品

製品 説明

Sun GlassFish Enterprise
Server 2.1.1

Enterprise Serverは、次世代のアプリケーションとサービスを構築して配
備するための、最先端のオープンソースプラットフォームで
す。GlassFish Enterprise Serverの詳細

Sun GlassFish Web Stack
1.5

Web Stackは、Apache HTTPサーバー、MySQL、memcached、PHPおよび
Rubyといった、人気のオープンソースであるWeb層のインフラストラ
クチャー技術を統合したものです。Web Stackの詳細

Sun Java System Web
Server 7.0 Update 6

Web Serverは、Webのセキュリティーを改善し、エンドユーザーエクス
ペリエンスを向上させ、さらにWebアプリケーションの配備と管理に掛
かるコストを削減してその複雑さを緩和します。Web Serverの詳細

Sun Java System Web
Proxy Server 4.0.11

Web Proxy Serverは、電子商取引ソリューションや企業顧客、またはイ
ンターネットサービスプロバイダ (ISP)が使用するWebコンテンツを
キャッシュに格納し、フィルタリングします。Web Proxy Serverの詳細

Sun Java System Message
Queue 4.3

Message Queueにより、疎結合したアプリケーション間でメッセージを
確実に交換し、コスト効率のよい拡張が可能になります。Message Queue
の詳細

Sun GlassFish Web Space
Server 10.0 Update 6

Web Space Serverは、ユーザーが自分自身のWebスペースを定義できる
ようにする、新しいクラスのポータルです。Web Space Serverの詳細

Sun GlassFish Enterprise
Service Bus (ESB) 2.1

ESBは、疎結合したコンポーネント同士が標準ベースのメッセージを介
して通信し合えるようにする Java Business Integration (JBI)規格を組み込
んだ、プラグイン可能な統合プラットフォームです。ESBの詳細

HADB 4.4.3-21 アドオン製品のHADBは、Enterprise Serverが高可用性のデータ格納とし
て使用するデータベースで、HTTPセッションおよびステートフル
セッションの Beanデータに使用されます。

Sun GlassFish Enterprise
Manager 1.0

アドオン製品の Enterprise Managerは、パフォーマンスの監視とチューニ
ングを行うツール群です。Performance Advisor、Performance Monitor、お
よび SNMP Monitoringがあります。Enterprise Managerの詳細

GlassFish Portfolio 2009.12に含まれている製品
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GlassFish Portfolio 2009.12のライセンス形式

GlassFish Portfolio 2009.12ソフトウェアは、サーバー単位または無制限の 2種類のラ
イセンス形式で提供されます。

■ 「サーバー単位の登録」とは、GlassFish Portfolioソフトウェアコンポーネントの
配備先となる物理サーバー数または仮想サーバー数に応じた年間登録です。

■ 「無制限登録」とは、企業の従業員数に応じた年間登録です。

サーバー単位の提供物には、Basic、Silver、およびGoldがあります。無制限の登録で
は、Goldと Platinumのレベルが提供されます。これらの登録レベルの詳細
は、表 1–2のとおりです。

表 1–2 GlassFish Portfolioの登録レベルの提供物

レベル 説明

Basic Sun GlassFish Enterprise Server、および Sun GlassFish Web Stackを
サーバー単位ベースで搭載します。

Silver Basicのコンポーネントに加え、Sun Web Server、Sun Java System Message
Queue、および Sun Web Proxy Serverをサーバー単位ベースで搭載しま
す。

Gold Basicおよび Silverのコンポーネントに加え、HADBを搭載しま
す。Performance Advisor、Performance Monitor、および SNMP Monitoring
といった Enterprise Managerのコンポーネントも搭載されます。すべての
コンポーネントは、サーバー単位ベースで搭載されます。

Gold Unlimited すべてのGoldコンポーネントに加え、Sun GlassFish Web Space Serverお
よび Sun GlassFish Enterprise Server Busが無制限ベースで搭載されます。

Platinum Unlimited すべてのGold Unlimitedのコンポーネントに加え、Sun GlassFish Web
Space Server、および Sun GlassFish Enterprise Server Busが搭載されま
す。さらに、アカウント管理も搭載されます。すべてのコンポーネント
は、無制限ベースで搭載されます。

Sun GlassFish Portfolioの各提供物に搭載されるコンポーネントは、表 1–3のとおりで
す。各コンポーネントのドキュメントのリンク先も記載しています。

GlassFish Portfolio 2009.12のライセンス形式
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表 1–3 Sun GlassFish Portfolioの提供物とドキュメント

コンポーネント 基本 Silver
Gold、Gold
Unlimited Platinum Unlimited マニュアル

Sun GlassFish
Enterprise Server 2.1.1

含まれている 含まれている 含まれている 含まれている GlassFish 2.1ドキュメント
セット

『Sun GlassFish Enterprise
Server v2.1.1リリース
ノート』の「ハードウェア
とソフトウェアの要件」

Sun GlassFish Web
Stack 1.5

含まれている 含まれている 含まれている 含まれている リリースノート

Sun Web Server 7.0 U6 含まれている 含まれている 含まれている Web Serverドキュメント
セット

『Sun Java System Web
Server 7.0 Update 6リリース
ノート』の「サポートされ
るプラットフォーム」

Sun Web Proxy Server
4.0.11

含まれている 含まれている 含まれている Web Proxy Serverドキュメ
ントセット

『Sun Java System Web Proxy
Server 4.0.11リリース
ノート』の「プラット
フォームの概要」

Sun Message Queue 4.3 含まれている 含まれている 含まれている Message Queueドキュメン
トセット

『Sun Java System Message
Queue 4.3 Release
Notes』の「Message
Queue 4.3 Supported
Platforms and Components」

Sun GlassFish Web
Space Server 10.0 U6

Gold Unlimited
にのみ含まれて
いる

含まれている Web Space Serverドキュメ
ントセット

『Sun GlassFish Web Space
Server 10.0 Installation
Guide』の「Software and
Hardware Requirements」

Sun GlassFish
Enterprise Service Bus
(ESB) 2.1

Gold Unlimited
にのみ含まれて
いる

含まれている ESBドキュメントセット

GlassFish Portfolio 2009.12のライセンス形式
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表 1–3 Sun GlassFish Portfolioの提供物とドキュメント (続き)

コンポーネント 基本 Silver
Gold、Gold
Unlimited Platinum Unlimited マニュアル

Sun GlassFish HADB
4.4.3-21

含まれている 含まれている 『Sun GlassFish Enterprise
Server v2.1.1リリース
ノート』の「HADBの要件
とサポートされているプ
ラットフォーム」

Enterprise Manager 1.0
■ Performance

Advisor
■ Performance

&Monitor
■ SNMP Monitoring

含まれている 含まれている GlassFish 2.1ドキュメント
セット
■ 『Sun GlassFish

Enterprise Manager
Performance Advisor 1.0
リリース
ノート』の「システム
要件」

■ 『Sun GlassFish
Enterprise Manager
Performance Monitor 1.0
リリース
ノート』の「プラット
フォーム要件」

■ 『Sun GlassFish
Enterprise Manager
SNMP Monitoring 1.0
Release
Notes』の「System
Requirements」

Web Stack Enterprise
Manager 1.5
■ 監視
■ 管理

含まれている 含まれている 含まれている 含まれている リリースノート

Sun Continuous
Integration Server

1
サーバー、1
ノード

1
サーバー、10
ノード

サーバー単位登
録。1
サーバー、25
ノード。無制限
登録、使用無制
限

無制限登録、使用
無制限

Continuous Integration Server

GlassFish Portfolio 2009.12のライセンス形式
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http://docs.sun.com/doc/820-7191/gieze?a=view
http://docs.sun.com/doc/820-7191/gieze?a=view
http://docs.sun.com/doc/820-7191/gieze?a=view
http://docs.sun.com/doc/820-7191/gieze?a=view
http://docs.sun.com/doc/820-7191/gieze?a=view
http://wikis.sun.com/display/WebStack/Sun+Web+Stack+Release+Notes+Japanese
http://www.sun.com/software/webstack/features_ciserver.xml


プラットフォーム対応とシステム要件

GlassFish Portfolio 2009.12のプラットフォームの対応とシステム要件は、Java ES 7 Base
と同じです。最新リストについては、14ページの「プラットフォーム対応とシステ
ム要件」を参照してください。

特定のプラットフォーム対応は、個々のコンポーネント製品にわたって異なること
があるので、ご注意ください。各コンポーネント製品の製品ドキュメントに一覧表
示されているプラットフォーム要件を必ず参照してください。

GlassFish Portfolio 2009.12の新機能
全体的に、GlassFish Portfolio 2009.02と比べ、GlassFish Portfolio 2009.12への更新コン
ポーネントは、製品バージョンの更新、バグ修正、および登録提供物へのその他の
変更から成り立っています。新しい製品は何も追加されていません。

■ 14ページの「新製品」
■ 14ページの「製品バージョンの更新」
■ 14ページの「変更された登録モデル」
■ 15ページの「新型ダウンロード式モデル」
■ 15ページの「より多くのプラットフォームに対応」
■ 15ページの「アクセシビリティー機能」

新製品

更新GlassFish Portfolio 2009.12に追加された新製品はありません。

製品バージョンの更新

GlassFish Portfolio 2009.12には、次のように新しいバージョンの製品が含まれていま
す。

■ Sun GlassFish Enterprise Server (2.1 ⇒ 2.1.1)
■ Sun OpenSSO Enterprise (8.0 ⇒ 8.0U1P2)
■ Sun Java System Web Server (7.0U4 ⇒ 7.0U6)
■ Sun Java System Web Proxy Server (4.0.8 ⇒ 4.0.11)
■ Sun GlassFish Web Space Server (10.0 ⇒ 10.0U6)
■ Sun GlassFish Web Stack (1.5)
■ Sun Java System Message Queue (4.3)
■ HADB (4.4.3-21)

最新製品のバージョン番号については、表 1–1を参照してください。

変更された登録モデル

今回の 2009.12リリースでは、GlassFish Portfolio登録モデルが多少変更されまし
た。具体的には、サーバー単位の Platinumレベルが削除されました。Platinum
Unlimitedレベルは、引き続き使用可能です。

プラットフォーム対応とシステム要件

Sun GlassFish Portfolio 2009.12リリースノート • 2009年 12月14



最新のGlassFish Portfolioライセンスオプション一式をまとめた詳細は、11ページ
の「GlassFish Portfolio 2009.12のライセンス形式」を参照してくだい。

新型ダウンロード式モデル

GlassFish Portfolio 2009.12は、以前のバージョンよりもダウンロードしやすく、維持
しやすくなりました。具体的には、eFulfilmentおよびDigitalRiverから製品を ZIP
ファイルでダウンロードする代わりに、個々の製品をダウンロードするためのポイ
ンタが用意され、製品のインストールがさらに簡単に、またきめ細かくなりまし
た。

より多くのプラットフォームに対応

GlassFish Portfolio 2009.12は、VMware vSphere 4 Virtualized Environmentの試験を受
け、承認されました。

アクセシビリティー機能

大部分の Java ES 7とGlassFish Portfolio 2009.12コンポーネントが、広範囲にわたる米
国および国際的なアクセシビリティー規格と要件に対応するように設計されまし
た。これらの要件は、さまざまな視覚的または身体的に不自由なユーザーに
とって、すべてのGlassFish Portfolio機能の使い勝手のよさと完全なアクセシビリ
ティーを保証するために設けられています。

次のようなアクセシビリティー機能が、GlassFish Portfolio 2009.12ソフトウェアに組
み込まれ、試験されました。

■ グラフィカルインタフェース要素が、Tab、矢印、Enterキーなどのキーボードで
完全に操作できるようになりました。

■ フォームのフィールドごとにラベルを貼ったり、各要素に該当タイトルや非表示
テキスト要素を用意するなどのさまざまな手法で、アプリケーションページのす
べての埋め込みフォームにおける補助技術の使い勝手が向上しました。

■ アイコン、画像、ロゴなどのすべての非テキスト要素に、代替テキスト文字列が
用意されました。

■ Javascriptコードやメニューなどのすべての動的要素、およびマウスを上に置いた
ときに表示される文字列が載っているポップアップメニューに、埋め込みテキス
ト文字列の識別子が備わり、補助技術で読み取れるようになりました。

■ PDFやHTMLなどのバージョンの製品ドキュメントが、アクセシビリティー規格
に準拠して記述されました。

■ ほぼすべてのGlassFish Portfolioコンポーネント製品は、次のような複数の操作環
境で試験されており、各種補助技術で動作するはずです。
■ Mac OS X: Universal Access
■ Solaris and OpenSolaris: Orca
■ Linux: Orca
■ Windows: JAWS、System Access

GlassFish Portfolio 2009.12の新機能
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GlassFish Portfolio 2009.12の入手方法とインストール方法

GlassFish Portfolio 2009.12ソフトウェアの入手方法とインストール方法について
は、『Sun GlassFish Portfolio 2009.12 Installation and Upgrade Guide』を参照してくださ
い。

既知の問題点と制限事項

GlassFish Portfolio 2009.12における既知の問題点と制限事項は、総じて Java ES 7プ
ラットフォームの既知の問題点と制限事項に直接つながります。最新リストについ
ては、『Sun Java Enterprise System 7リリースノート』の第 3章「既知の問題点と制限
事項」を参照してください。

GlassFish Portfolio 2009.12の入手方法とインストール方法

Sun GlassFish Portfolio 2009.12リリースノート • 2009年 12月16

http://docs.sun.com/doc/821-1015
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